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みなさま、こんにちは。LA 毎週月曜 14 : 

00~17 : 00 担当、DM と申します。  

今回は、2026 年度の私の最初の LA 通信

ということで、簡単に自己紹介をしていきた

いと思います。  

私は現在、この外大の大学院の博士（後期）

課程に在籍しています。専門は帝政末期のロ

シア・リアリズム文学です。LA（ラーニング・

アドバイザー）としては、上記の通り、毎週

月曜、14 時から 17 時まで、図書館のラーニ

ング・コモンズにて、学習相談を受け付けて

おります。ちょっとした相談事でも大歓迎で

す。お気軽にお越しいただけますと幸いです。

この一年間、どうぞよろしくお願いいたしま

す。……  

では、ここからは、今年度の LA 通信の執

筆者としての自己紹介を行っていきます。  

今年度の LA 通信において、私は、基本的

なレポートの書き方について、みなさまにご

紹介していきたいと思います。  

多くの外大生は、学期末になるとレポート

課題を提出し、卒業年度になると、卒業論文

を提出することになります。レポート、およ

び論文には、誰もが最低限は守るべき、基本

的な書き方というものがあります。どんな目

的でレポートを書くにしても、自分の書いた

文章が「レポート」と呼ばれるためには、そ

の文章が、然るべき方法に従って書かれてい

る必要があるのです。  

その方法は、一般的には、「アカデミック・

ライティング」と呼ばれています。そして、

その大まかな手順は、大学生であれば誰にで

も応用できるように、かなり単純化されてい

ます。今年度の LA 通信でみなさまと情報を

共有していきたいのは、まさに、そのような

方法についての情報なのであります。  

とはいえ、方法が単純化されているとは言

って、それを実践するのも簡単だと考えるの

は、まったくの誤解です。方法を知ることと、

それを実践することは、全く別のことです。

方法としてはそんなに複雑ではない筈なの

に、それを実践するのは難しい。よくある話

ですが、これは学問の場合でも同じなのです。

方法を知りたければ、自分で本を読めばいい

し、方法を身につけたければ、苦労して自分

で実践するほかない。  

まさにその点に、私の LA 通信の特色があ

ります。今年度の LA 通信では、私が説明し

たレポート執筆法に則して、私自身が、この

連載を通して、一本のレポートを作成してい

く、というアプローチをとっていきます。す

なわち、方法を教えるだけでなく、その方法

を私が身を以て実践してみる、というわけで

す。  

もちろん、私がここでレポート執筆を実践

したところで、みなさまがレポートを作成す

る難しさが取り除かれる、というわけではあ

りません。ですが、私の LA 通信を読めば、

レポートの書き方を知るだけではなく、それ

を実践することのどこが難しいのか、私とい

う人物を介してではありますが、いくらかは

知ることができます。つまり、失敗して恥を

かくことは覚悟の上、というわけです。……  

というわけで、今回の LA 通信はここまで

です。次回は、レポート執筆法の説明に先立

ち、大学生がレポートを書く意義について、

説明していきたいと思います。みなさま、何

とぞよろしくお願いいたします。  
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